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学校長 副島江理子 

「雨のち晴れ」 

～１２月「人権月間」に寄せて～ 

 大雨にも見舞われた今年の１２月ですが、清々しい冬晴れの中、冬休みを迎えることができました。子ど

もたちは元気いっぱいに学校生活を送り、青空同様、晴れ晴れとした顔で最終日を過ごしました。子どもた

ちを見送りながら、どの子にも楽しかったこと、辛かったことがあり、その子なりの紆余曲折を経たからこ

そ成長をした今日の姿があることをしみじみと感じました。 

 

緑園東小学校では、毎年、１２月を「人権月間」と位置付けていろいろな取組をしています。各学年の取

組も毎年改善を続けながら、子どもたちが、自分たちの身近にいろいろな立場の人々がいることを理解し、

自分にできることを考えて実践するようにしています。 

また、年間の取組である「けが０プロジェクト」は、強化週間を設けて各クラスで取り組みました。今年

度も「緑園子ども会議」を開催し、「あたたかい声かけあおう！けが０プロジェクト！！！」をテーマに話

し合いました。（ほけんだよりに詳細がのっています。ぜひ、ご覧ください）今年は、子どもたちが率直に

話し合い、随分と本音で語ることができるようになったと感じました。長年続けている「けが０プロジェク

ト」の成果で、お互いが安心して語ることができるようになってきたのかもしれません。代表委員会と保健

委員会が「あいさつ運動」も行い、どの子も以前より気持ちのよいあいさつができるようになってきました。    

これからも、みんなが楽しく気持ちよく学校生活を送るために、ぜひ、自分がやろうと思っていることを、

実際に行動に移すことができるようになってほしいと切に願います。 

 

また、今年は５，６組の子どもたちが人権月間に「レインボー郵便局」を開局して、全校児童を手紙でつ

なぐという素敵な取組を行いました。毎日、５，６組の子どもたちがせっせとはがきを届けてくれる姿は、

まさに全校児童の心と心をつなぐ「虹の架け橋」のようです。一人ひとりの心は日によって「晴れたり曇っ

たり」、時には大雨もふったりしますが、雨のあとには虹がかかり、必ず次への希望が湧いてきます。「レ

インボー郵便局」の活動に、そんな子どもたちの日々の努力が重なって見えました。なお、好評につき「レ

インボー郵便局」は年明けも続きます。 

 

明日から待ちに待った冬休みです。今年の冬休みは例年よりも日数が少ないのですが、ぜひ有意義な冬休

みを送っていただきたいと思います。冬休みはご家庭でもお子さんと過ごす時間が少し増えると思います。

各ご家庭で、お子さんとゆっくりと話す時間をとっていただき、 

わが子の頑張りや成長を再認識する幸せなお休み期間となり 

ますことを願っております。 

今年は、年号が変わり、本校も３０周年を迎えるなど、 

大きな節目の年となりました。保護者、地域の皆様の 

多大なるご理解とご協力をいただきまして、無事に本年 

が終わりますことに心より感謝を申し上げます。 

本当にありがとうございました。 

どうぞ穏やかな佳い新年を迎えられますよう、心より 

お祈り申し上げます。 

来年も引き続きよろしくお願い申し上げます。 
 

６年生児童が作成した「３０周年記念版画」です 
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